
○6 フォーカスを合わせ、

その位置から 2、3回前後

させて正しい位置を捜す 

原因を取り除く 

ぶれないように軽く○19

撮影ボタンを押す 

被検者に散瞳後の注意点を伝える 

蛍光剤を静注すると同時に

○28 タイマースイッチを押す 

 

○3 バリアーフィルターを押し
込み、蛍光撮影を開始する 

マニュアルで行う場合は、 
先に太い血管に焦点を合わせ、
次に細い血管に微調整すると良
い。又、視度調整の＋字も同時
に鮮明でないとピントが合わな
い。凹凸部位の撮影は目的部位
にピントを合わせるか、凹凸それ
ぞれに合わすと良い。その範囲
を超える場合は視度補正レンズ
で。視能矯正マニュアル P103 
 

⑬F.D.スイッチを ON にすると輝点が２つ点灯
し、この輝点を中央に導くだけで OK となる。 

 

運転しない。眩しく特に近方が見えにくくなるので注意。そして遠近感も
なくなるので段差に注意。もどるまで半日はかかる。など。 

光軸がずれるとずれた方
向が暗くなるよ。白い半
月のもやもやしたものは
睫毛が多い。 

蛍光眼底撮影の場合 

被検眼の睫毛

又はレンズ汚れ 

 

カメラ左寄り過ぎ 

 

W.D.が近い又はフ

ラッシュ過多 

 

W.D.が遠い、強度

近視、特に中心部

が暗くなる場合は

散瞳不足 

 

周辺部撮影の場合 

左右首振りや上下ティルティングが有る場合は利用し、

無い場合は額や顎を台から少し離して、被検者の顔を横

や上下に移動させ、ワーキングディスタンスに注意し目的

の部位にピントを合わせる 

 

カメラ右寄り過ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

被検者の既往症などを確認した上、医師の指示の元、散瞳薬を点眼する 

瞳孔に光を照射して散瞳できている
かを確認。縮瞳しなければ OK。 

  

特にフィルターが挿入されていないかや
レンズの汚れに注意！ 

○4 画角切り替えレバーにて撮影画角を選択する 
50°広範囲撮影（乳頭と黄斑部）35°拡大撮影。 
前眼部撮影は被検者が極端な＋側の場合、②を
引き出す。 

ポラロイドではなし。 

検者は片手で○20 レバーを主に親指と示指で、他の指を○21 上下動リングに軽く添えて同時に動かせ

るようにしておき、被検者を閉瞼させ、撮影する方の眼に○1 対物レンズを持ってくる 

＊W.D.（ワーキング
ディスタンス）：カメ
ラの対物レンズから
角膜までの距離。 

ファインダー内を覗き、コントラストが良く均等にきれいに見えている画面かを確認する 

眼底検査-眼底カメラ撮影 例）Kowa FX-500 
客観的な網膜病変把握の為の

画像記録 

 

 
準備物眼底カメラ・散瞳薬・フィルム（通常カラーリバーサル ISO100以上、螢光眼底造影は白黒ネガ ISO400）  

検者は側面から被検者の眼瞼上に赤いリングがはっきり映るように○20 レバーで前後左右、○21 上下動

リングで上下に動かし、ワーキングディスタンスを導く（被検眼の正面 40mm位前あたり） 

視度調整も
チェック！ 
    

但 し
レンズの汚れ
は光軸がＯＫな
ら写らない。 
中間透光体が
原因なら、フラ
ッシュ光量を上
げる。 

○23 メインスイッチを入れる 

約 15分後 

散瞳薬点眼の注意点を被検者に話す。 

・徐々に近くが見えにくくなり、まぶしくなること。 
・約 15分位で検査でき、2～3時間で戻ること。 

（ただし高齢者は半日位と言っておいた方が無難） 

･帰宅時の運転は避けること。 

○26 照明光量を 3～5にセットする 

○8 データーカード挿入口に被検者のネーム等を書き込んだ専用カードを差し込む 

両眼開放で白い紙を密着させ○5 接眼レンズをいっぱいに引き出した後、＋側～－側へ二重十字線がはっきりする位置で止め、視度調整をする 

涙の場合 
瞬目させる。 
 

散瞳不足の 
場合フラッシュ光量を上げるか
対応機能があるなら利用す
る。それでも不可の場合とりあ
えず目的部位を撮影。その
他、視度補正レンズが適正
か、画角変換レバーが中途半
端になっていないかを確認す
ること。 

暗い場合はカメラ

上過ぎ、下が三日

月形なら光軸が

下過ぎ又は眼瞼

か睫毛 

 

暗い場合はカメラ

下過ぎ、上が三日

月形なら光軸が

上過ぎ又は眼瞼

か睫毛 

 

角膜上に涙が多

い、レンズ全体の

汚れ、中間透光体

の混濁 

 

 

 

白い三日月形反射や

部分的に暗い場合は、
それが出ている位置と

反対方向にカメラを動

かす。ただし、あくまで
も典型例なので原因

がこれとは限らない。 

判定例） 

眼底図は 

説明書より    

あらかじめ作動や目的に応じたフィルム、撮影条件を確認する 

全体的なピントは
悪くなるが仕方が
ない。 
 

1 秒間隔で
連続撮影。 

 

蛍光造影剤の副作用に注意し、必ず
医師は事前確認の問診とアレルギー
テストをしておくこと！ 

 

眼底カメラの 
ファインダーは特殊な
為、必ずしも厳密でなくと
も良い。自分自身の一番
安定した調節状態の位
置を知ることが大切との
こと。視能学 P231 
 

 

レバーから手を離さず、もう一方
の手で他の操作を行うこと。 

被検者をカメラの前に座らせ、○18 c顎のせに顎をのせさせ○18 e昇降ノブで眼の高さをアイレベルに合わせ○18 b額あてに固定する 

 

上が暗い又は 

下に白い半月が

ある 

下が暗い又は 

上に白い半月が

ある 

円状又は 

線状に白っぽく

ぼやける 

 

左側に白い三日

月形の反射が 

ある 

 

右側に白い三日

月形の反射が 

ある 

周囲又は全体的

に白いフレアが

出る 

ピントを合わせ

ても全体的にぼ

やける 

周囲又は全体的

に暗くなる 

目的 

○18 a固視灯の先端を反対側の眼で注視するよう指示し、ファインダー内の眼底を見ながら○18 aをゆっくり動かし、撮影したい画面に持ってくる 

被検者を開瞼させ、必要ならば検者が撮影眼の反対側の手で眼瞼を軽く上げ、自然な状態で瞬目

させ前方を固視させ、○20  ○21 で微調整して、リングが角膜上に鮮明に結像するようにする 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Kowa FX－500の各部の名称と機能 

TOPCON TRC・50EXの各部の名称と機能 


